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平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業助成金について（概要） 

 

本県に文化・スポーツ合宿を誘致することにより、東日本大震災及び原発事故による風評被害払拭や、交流人口の拡大

及び本県の合宿環境のＰＲを図るため、県内施設を利用して合宿を行う県外の団体に予算の範囲内で福島県合宿誘致・交

流促進事業助成金を交付します。 

  

■助成金交付額 

下表の区分に基づく助成金額の算定例のとおり、120,000円から300,000円までの助成金の交付が受けられます。 

区 分 内容・助成金額 助成上限額 

1 交通助成金 

合宿団体の所在地から宿泊施設までの距離に応じ下表の金額 

合宿団体の所在地から 

宿泊施設までの片道距離 
助成金 

100ｋｍ未満 20,000円 

100ｋｍ以上200ｋｍ未満 30,000円 

200ｋｍ以上300ｋｍ未満 40,000円 

300ｋｍ以上 50,000円 
 

200,000円 

2 宿泊助成金 延べ宿泊者数に1泊当たり1,000円を乗じて得た金額 

3 観光助成加算金 
合宿期間中、観光を目的に県内観光施設の利用等を行った場

合の入館料等実費 

合宿参加実人数に 1,000 円を

乗じた金額又は 100,000 円の

いずれか低い額。 

（例1）宿泊施設までの片道距離が300kmの団体100名が3泊し県内観光施設で1,500円の入館料を支払った場合 

（交通助成）50,000円＋（宿泊助成）150,000円＋（観光助成加算金）100,000円＝300,000円 

（例2）宿泊施設までの片道距離が200kmの団体50名が3泊し県内観光施設で600円の入館料を支払った場合 

（交通助成）40,000円＋（宿泊助成）150,000円＋（観光助成加算金）30,000円＝220,000円 

（例3）宿泊施設までの片道距離が80kmの団体25名が4泊した場合 

（交通助成）20,000円＋（宿泊助成）100,000円＝120,000円 

 

■助成対象 

1 福島県外の大学、高校、中学校等の部・サークル等の皆さんが、県内の文化施設又はスポーツ施設等を利用し合宿

をすること。 

2 福島県内の宿泊施設に連続して2泊以上宿泊し、かつ、延べ宿泊者数が100人泊以上であること。 

3  本県の合宿の魅力について短い動画を制作し、インターネットを通じて配信すること。 

※ 1～3の全ての要件を満たす必要があります。 

 

■助成対象外 

1 単に大会や、イベント、会議等への参加を目的とする場合。 

2 大学等が自ら所有する宿舎、キャンプ場、ログハウス、バンガロー等に宿泊する場合。 

3  同一年度内において既に本助成を受けている場合。 

4 政治的活動又は宗教的活動若しくは営利を目的とする場合。 

5 公序良俗に反する場合。 

 

■申請に必要な書類 

1 福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付申請書(様式第1号) 

2  合宿計画書(様式第2号) 

3 合宿参加者名簿(様式第3号) 

4 その他、協会が必要と認める書類 

※ 合宿を開始する日の14日前までに提出してください。 
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■合宿実施中にお願いしたいこと 

1 本県での合宿の魅力について5分～10分程度にまとめた短い動画を撮影。 

2 集合写真、合宿活動写真等の撮影。 

3 チェックアウトの際、宿泊証明書(様式第8号)に証明(記入・押印)をしてもらう。 

4 観光助成加算金を申請した団体は、県内観光施設から領収証書をもらう。 

 

■合宿実施後にご提出いただく書類 

1 福島県合宿誘致・交流促進事業助成金実績報告書（様式第5号） 

2 請求書（様式第6号） 

3 合宿実績書（様式第7号） ※ 動画のURLを記載ください。 

4 宿泊証明書（様式第8号） ※ 宿泊施設から証明(記入・押印)を受ける。 

5 その他必要と認める書類  ※ 観光助成加算金を申請した団体は、県内観光施設発行の領収証書（写） 

6 合宿アンケート      ※ 参加者の中から代表1名。 

7 合宿感想文        ※ 参加者の中から代表1名、200字～400字程度。 

8  合宿写真            ※ 集合写真及び練習中等の写真数枚 

※ 合宿が終了した日から14日以内に提出してください。 

 

■Q＆Aについて 

Q 申請書等は、どこで入手するの？ また、記入例はありますか？ 

A 福島県教育旅行HPの「お知らせ」欄の2014-04-02 11:30の記事からダウンロードをしてください。 

URL「http://www.tif.ne.jp/kyoiku/info/disp.html?id=209」を入力して直接ジャンプして頂いても結構です。 

 

Q 申請書を郵送する前にファックスをし、内容を確認してもらうことは可能ですか？ 

A 可能です。当協会観光部教育旅行推進課（担当齋藤宛）にファックスをしてください。（FAX 024-525-4087） 

 

Q 高校の野球部ですが、旅館と民宿に分かれて宿泊するのですが助成の対象になりますか？ 

A 同一団体が、複数の宿に分かれて宿泊する場合でも、助成の対象になります。 

 

Q 大学のテニス部ですが、合宿に同行する監督やコーチは、助成の対象になりますか？ 

A 合宿に同行する指導者やスタッフも助成の対象となります。ただし、保護者が見学で同行する場合などは助成の対

象外となります。 

 

Q 予算の範囲内で助成するとは、どういうことですか？ 

A 申請は先着順で受付し、予算が無くなると助成が打ち切りとなります。助成終了は、福島県教育旅行 HP でお知ら

せします。 

 

Q 宿は決まっていませんが、予算が無くなる前に電話で助成金を確保して頂くことは可能ですか？ 

A 電話による助成金確保はできません。宿を予約し合宿計画書を作成して申請してください。 

 

Q 99人泊（33人×3泊）ですが、助成の対象になりますか？ 

A 助成の対象になりません。100人泊以上です。 

 

Q 合宿参加者が、日によって変わるが名簿はどのように記入したら良いですか？ 

A 1日でも参加する学生の名前を全て記入してください。 

 

Q 大学が所有する宿舎に宿泊する場合は、助成の対象になりますか？ 

A 大学等が自ら所有する宿舎を利用する場合は、助成の対象になりません。 

 

Q 公営の自然の家で合宿を実施しますが、助成の対象になりますか？ 

A 該当になりません。国立磐梯青少年交流の家、国立那須甲子少年自然の家等の公営施設を利用する場合は、助成の

対象になりません。 

http://www.tif.ne.jp/kyoiku/
http://www.tif.ne.jp/kyoiku/info/index.html
http://www.tif.ne.jp/kyoiku/info/disp.html?id=209
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Q 観光助成の領収書は、旅行会社のクーポンを使った場合、どのようにしたら良いですか？ 

A 観光施設の領収書をもらってください。 

 

Q 地域の中学生で組織しているサッカークラブチームは助成の対象になりますか？ 

A 助成の対象になりません。大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校、高等学校及び中学校において組織

する部、クラブ、サークル、ゼミナール等が実施する合宿が助成の対象となります。 

 

Q 観光助成加算金は、どのような場合が対象ですか？ 

A 合宿期間中に観光を目的に県内観光施設で入館料等を支払った場合、1人当たり1,000 円を上限にその実費を助成

します。飲食やバスの駐車場料等は助成の対象外です。 

例えば、高校の団体30名が、会津若松市の鶴ヶ城天守閣(320円)、猪苗代町の野口英世記念館(300円)、いわき市

のアクアマリンふくしま(650円)に入館料を支払った場合、1人当たり1,270円となりますので、上限である1,000

円の助成となり、合計30,000円の助成が受けられます。 

 

Q 観光は必ずしなければなりませんか？ 

A 必須ではありませんが、合宿期間中、観光を目的に県内観光施設の利用等を行った場合、入館料等の実費を 1 人

1,000円まで助成いたしますので、この機会に是非福島県の観光をお楽しみください。 

 

Q 学年行事として１学年全員でスキー教室を実施しますが、助成の対象になりますか？ 

A 該当になりません。修学旅行、林間学校、学年オリエンテーション等は、助成の対象になりません。 

 

Q 大学生（成人）で部長をしていますが、申請書の団体代表者になって良いですか？ 

A 良いです。部、クラブ、サークル、ゼミナール等の代表者が申請者になります。 

 

Q 申請後、参加人数や人泊数が変わった場合、どうすれば良いですか？ 

A 平成26年度福島県合宿誘致・交流促進事業変更（中止）承認申請書（第4号）を提出してください。 

 

Q 助成金の振込先は、旅行会社や宿泊先ではだめですか？ 

A 不可です。助成金の振込先は、申請された団体の代表者になります。 

 

Q この助成制度のほかに、市町村等が実施する助成金を併用しても良いですか？ 

A 本助成制度は併用可です。ただし、市町村等が実施する助成制度が併用不可であれば、どちらかを選択してくださ

い。 

 

Q 何校かの学校が合同で野球合宿をした場合は対象になりますか？ 

A 同じ日程及び目的で合宿をする場合に限り対象となります。なお、合宿先での練習試合は合宿とみなし助成の対象

となりますが、大会参加が目的の場合は対象外となります。 

 

Q 合宿団体の所在地から宿泊施設までの距離は、どのように計測しますか？寄り道した場合は？ 

A グーグルマップで計測します。寄り道した場合でも合宿団体の所在地から宿泊施設までの距離となります。 

 

Q 合宿の短い動画を制作し、インターネットを通じて配信するというのは、どのようなことをするのですか？ 

A 合宿の動画をデジカメやスマホ等で撮影して頂き、5分～10分程度にまとめたものをユーチューブ等で配信（公開）

してください。観光助成加算金を申請した団体は、観光の動画も含めてください。 

 

Q 動画は、どのようなものを撮影すれば良いですか？  

A 例えば、磐梯山や猪苗代湖などの美しく豊かな自然、夏涼しい環境、スポーツ・文化施設、練習風景、宿泊施設、

おいしい食事、疲れが癒やされる温泉、観光施設、道路網が整備され渋滞も無くスムーズに到着できる点、学生の

感想など、福島県の合宿環境の素晴らしさを撮影してください。 
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Q 動画に顔を写さなくても大丈夫ですか？ 

A 被写体となる方の承諾をいただけない場合には顔は写さなくて結構です。個人が認識できないくらい離れて撮影し

て頂いても差し支えありません。 

 

Q 動画に学校の名前は必ず出さないとだめですか？  

A 基本的には、学校の名前、部名は出して頂きたいのですが、特段の事情がある場合は出さなくても大丈夫です。事

前にご相談ください。 

 

 

〔お問い合わせ先〕 

公益財団法人 福島県観光物産交流協会 〒960-8053 福島県福島市三河南町 1 番 20 号 コラッセふくしま 7 階  

TEL 024-525-4024 FAX 024-525-4087  E-mail tabiiku@tif.ne.jp  

事務担当：齋藤、岩渕、野崎 
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平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付要綱 

     

（趣旨） 

第１条 この要綱は、本県に文化・スポーツ合宿を誘致することにより、東日本大震災及び原発事

故による風評被害払拭や、交流人口の拡大及び本県の合宿環境のＰＲを図るため、県内施設を利

用して合宿を行う県外の団体に予算の範囲内で交付する福島県合宿誘致・交流促進事業助成金に

関し必要な事項を定めるものとする。 

  

（定義）         

第２条 この要綱において、次の各号に定める用語の意義は、それぞれ各号に定めるところによる

ものとする。 

（１）大 学 等    学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する大学、大学院、短期大学、高

等専門学校、専修学校、高等学校及び中学校 

（２） 団  体  学校等の学生又は生徒及び監督、コーチ等の指導者を含む複数の者で構成する部、

クラブ、サークル、ゼミナール等 

（３）宿泊施設  ホテル、旅館、民宿等の宿泊料金の支払いを要する施設（大学等が自ら所有する

宿舎、キャンプ場、ログハウス、バンガロー等を除く。） 

（４）合    宿   県外の大学等の団体が県内の宿泊施設に宿泊してスポーツ活動や文化活動等の練

習を行うもの 

 

（交付の対象となる合宿）      

第３条 助成金の交付の対象となる合宿は、次の各号の要件を全て満たしたものとする。 

（１） 県外の大学等の団体が合宿により県内の宿泊施設に連続して２泊以上宿泊し、かつ、延べ宿

泊者数が１００人泊以上であること。 

（２） 県内の文化施設又はスポーツ施設等を利用すること。 

（３） 本県での合宿の魅力について短い動画を制作し、インターネットを通じて配信すること。 

（４） 各種大会、会議等への参加を目的とするものでないこと。 

（５） 政治的活動、宗教的活動若しくは営利を目的とするものでないこと。 

（６） 公序良俗に反しないものであること。 

 

（助成金額） 

第４条 助成金額は、別表に定める助成金に助成加算金を加えた額とする。同一年度内において、

同一団体の助成は１回限りとする。 

 

（交付申請） 

第５条 助成金の交付を受けようとする者は、福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付申請書（様

式第１号）に、次に掲げる書類を添えて、合宿開始の１４日前までに公益財団法人福島県観光物

産交流協会（以下「協会」という。）に提出しなければならない。なお、協会は申請書等を先着順

に受け付けるものとする。 
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（１）合宿計画書（様式第２号） 

（２）合宿参加者名簿（様式第３号） 

（３）その他必要と認める書類 

  

（変更の承認の申請） 

第６条 事業内容に変更が生じ、その承認を受けようとする場合は、福島県合宿誘致・交流促進事

業変更（中止）承認申請書（様式第４号）を協会に提出し、承認を受けなければならない。ただ

し、次条に規定する軽微な変更については、この限りでない。 

  

（軽微な変更） 

第７条 前条のただし書の規定による軽微な変更とは、次に掲げる変更以外の変更とする。 

（１）事業主体を変更すること。 

（２）助成金交付申請額を変更すること。 

（３）第３条の各号のいずれかに該当しなくなること。 

  

（実績報告） 

第８条 助成金の交付の決定を受けた者は、当該事業が完了したときは、福島県合宿誘致・交流促

進事業助成金実績報告書（様式第５号）及び請求書（様式第６号）に、次に掲げる書類を添えて、

合宿終了後の１４日以内又は当該年度の３月３１日のいずれか早い日までに提出するものとする。 

（１）合宿実績書（様式第７号） 

（２）宿泊証明書（様式第８号） 

（３）その他必要と認める書類 

 

（助成金の支払） 

第９条 協会は、実績報告を精査した結果、交付要件を満たすと認められるときには、請求書の提

出を受けた日から起算して３０日以内に助成金を支払うものとする。 

  

（助成金の返還） 

第１０条 協会は、助成金の交付を受けた団体が交付申請書又は実績報告書等に虚偽の記載をした

ときは、助成金の決定を取り消し、既に交付した助成金の全部又は一部を返還させることができ

るものとする。 

 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は理事長が定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 
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別表 

 

１ 助成金の交付額 

助成金の交付額は、「（１）交通助成金」と「（２）宿泊助成金」を加算した額とする。ただ

し、助成金の上限は２０万円とする。 

 

（１）交通助成金 

合 宿 団 体 の 所 在 地か ら 

宿泊施設までの片道距離 
助 成 金 

１００ｋｍ未満 ２０，０００円 

１００ｋｍ以上 ２００ｋｍ未満  ３０，０００円 

２００ｋｍ以上 ３００ｋｍ未満  ４０，０００円 

３００ｋｍ以上  ５０，０００円 

※ 片道距離の計測方法については、協会の定めによる。 

 

（２）宿泊助成金 

延べ宿泊者数に１泊当たり１，０００円を乗じて得た金額。 

 

２ 観光助成加算金の交付額 

合宿期間中、観光を目的に県内観光施設の利用等を行った場合の入館料等の実費を観光助成

加算金として交付する。ただし、合宿参加実人数に１，０００円を乗じた金額又は１０万円の

いずれか低い額とする。 
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平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業助成金の様式及び記入例 

 

１ 様 式 等 

（１）申請時に提出する書類（合宿開始の14日前まで） 

ア 福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付申請書 （様式第１号） 

イ 合宿計画書  （様式第２号） 

ウ 合宿参加者名簿 （様式第３号） 

 

（２）合宿計画を変更した場合に提出する書類 

ア 福島県合宿誘致・交流促進事業変更（中止）承認申請書 （様式第４号） 

 

（３）合宿終了後（14日以内）に提出する書類 

ア 福島県合宿誘致・交流促進事業助成金実績報告書 （様式第５号） 

イ 請求書 （様式第６号） 

ウ 合宿実績書 （様式第７号） 

エ 宿泊証明書 （様式第８号） 

オ 合宿アンケート（代表者1名）   

カ 合宿感想文（代表者1名、200字～400字程度）   

キ 合宿中の写真（集合写真及び練習中等の写真） 

 

２ 記 入 例 

（１）申請時に提出する書類 

ア 福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付申請書  （様式第１号） 

イ 合宿計画書   （様式第２号） 

ウ 合宿参加者名簿  （様式第３号） 

 

（２）合宿計画を変更した場合に提出する書類 

ア 福島県合宿誘致・交流促進事業変更（中止）承認申請書 （様式第４号） 

 

（３）合宿終了後に提出する書類 

ア 福島県合宿誘致・交流促進事業助成金実績報告書  （様式第５号） 

イ 請求書   （様式第６号） 

ウ 合宿実績書   （様式第７号） 

エ 宿泊証明書   （様式第８号） 

 

〔お問い合わせ先〕 

公益財団法人 福島県観光物産交流協会 〒960-8053 福島県福島市三河南町 1 番 20 号 コラッセふくしま 7 階  

TEL 024-525-4024 FAX 024-525-4087  E-mail tabiiku@tif.ne.jp  

事務担当：齋藤、岩渕、野崎 
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様式第１号 

 

平成  年  月  日  

 

 公益財団法人福島県観光物産交流協会 

  理 事 長  佐  藤  節  夫  様 

 

所 在 地  

団体の名称  

代表者氏名                 印 

電 話 番 号  

 

 平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付申請書 

 このことについて、福島県で合宿を実施したいので、福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付

要綱第５条に基づき、助成金を交付されるよう関係書類を添付して申請します。 

 

記 

 

１ 助成金交付申請額                   円 

 

２ 関係書類 

（１）合宿計画書（様式第２号） 

（２）合宿参加者名簿（様式第３号） 

（３）その他 
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様式第２号 

合  宿  計  画  書 

団 体 の 名 称  

実 施 期 間 平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日まで 

実 施 会 場  

宿 泊 施 設  

参 加 実 人 数      人 

延べ宿泊者数 人泊 

観光実施計画 
（観光施設等名） 

（支出予定金額）           円 

合宿の目的 

 

 

 

 

 

合宿の日程・内容 
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様式第３号 

合  宿  参  加  者  名  簿 

№ 氏 名 役職又は学年 № 氏 名 役職又は学年 

１   16   

２   17   

３   18   

４   19   

５   20   

６   21   

７   22   

８   23   

９   24   

10   25   

11   26   

12   27   

13   28   

14   29   

15   30   

※３０名を越える場合は、この用紙をコピーして利用ください。 
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様式第４号 

 

平成  年  月  日  

 

 公益財団法人福島県観光物産交流協会 

  理 事 長  佐  藤  節  夫  様 

 

所 在 地  

団体の名称  

代表者氏名                 印 

電 話 番 号  

 

平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業変更（中止）承認申請書 

 このことについて、実施計画を下記のとおり変更（中止）したいので、福島県合宿誘致・交流促

進事業助成金交付要綱第６条に基づき、承認してくださるよう申請します。 

 

記 

 

１ 変更（中止）の理由 

 

 

 

２ 変更（中止）の内容 

 

 

 

３ 助成金交付申請額 

  （変更前）          円 

  （変更後）          円 

 

 

 

 

 

 

 

 

※変更した内容が具体的に分かるように、変更した合宿計画書、合宿参加者名簿等を添付すること。 
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様式第５号 

 

平成  年  月  日  

 

 公益財団法人福島県観光物産交流協会 

  理 事 長  佐  藤  節  夫  様 

 

所 在 地  

団体の名称  

代表者氏名                 印 

電 話 番 号  

 

 平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業助成金実績報告書 

 このことについて、福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付要綱第８条に基づき、関係書類を

添付して実績を報告します。 

 

記 

 

１ 助成金交付決定額                  円 

 

２ 関係書類 

（１）合宿実績書（様式第７号） 

（２）宿泊証明書（様式第８号） 

（３）その他 
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様式第６号 

平成  年  月  日  

 

 

 公益財団法人福島県観光物産交流協会 

  理 事 長  佐  藤  節  夫  様 

 

所 在 地  

団体の名称  

代表者氏名                 印 

電 話 番 号  

 

平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付請求書 

福島県合宿誘致・交流促進事業助成金について、金         円を交付してくださるよ

う請求します。 

 

 

金融機関  
銀行・信用金庫 

信用組合・農協 
 

本店 

支店 

預金種目 普 通  ・  当 座  ・  その他（      ） 

口座番号        

フリガナ  

口座名義  
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様式第７号 

合  宿  実  績  書 

団 体 の 名 称  

実 施 期 間 平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日まで 

実 施 会 場  

宿 泊 施 設  

参 加 実 人 数      人 

延べ宿泊者数 人泊 

観 光 実 績 
（観光施設等名） 

（支 出 金 額）           円 ※ 領収書の写しを添付 

合宿動画ＵＲＬ  

合宿の目的 

 

 

 

 

 

合宿の日程・内容 
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様式第８号 

宿  泊  証  明  書 

団 体 の 名 称  

宿 泊 期 間 平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日まで 

延べ宿泊者数      人泊 

 

 

 

上記のとおり宿泊があったことを証明します。 

 

     平成   年   月   日 

 

所 在 地  

宿泊施設名称  

代 表 者 職  

代 表 者 氏 名                    印 
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合 宿 ア ン ケ ー ト 

 

この度は、本県で合宿を実施していただき誠にありがとうございました。本県の合宿環境を改善する

参考としたいのでアンケートに御協力頂き、実績報告書と一緒に御提出ください。 

団 体 の 名 称  

記入者（代表者）  

１ 今回の合宿助成制度は、どちらでお知りになりましたか。 

①旅行会社  ②宿泊施設  ③協会ホームページ  ④県市町村等   

⑤その他（                                    ） 

２ 福島県を合宿地に選んだ理由（複数回答可）      

①練習施設が整っているか  ②宿泊場所が良いから  ③交通の便が良いから 

④費用が安いから  ⑤自然環境が良いから  ⑥練習相手が見つけやすいから 

⑦その他（                                    ） 

３ 今回の合宿で良かった点（複数回答可）       

①練習施設が良かった。 ②宿泊施設が良かった。  ③移動時間が短かった。 

④食事が美味しかった。 ⑤自然環境が良かった。  ⑥練習相手がすぐに見つかった。 

⑦その他（                                    ） 

４ 今後、改善して欲しい点（複数回答可）       

 ①練習施設  ②宿泊施設（接客、設備等）  ③食事内容  ④練習相手の調整 

⑤その他（                                    ） 

５ 次回も福島県を合宿地としたいですか。 

 ①必ず福島県を選びたい。   ②前向きに考えたい。   ③違う場所にしたい。 

④その他（                                    ） 

６ 御意見、御要望等がございましたら御記入ください。    

 

※ アンケートの御協力誠にありがとうございました。     
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合  宿  感  想  文 

 

この度は、本県で合宿を実施していただき誠にありがとうございました。合宿終了後、合宿の感想を

200字～400字程度にまとめて、実績報告書と一緒に御提出ください。 

 

団 体 の 名 称  

記入者（代表者）  

感想文 
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合  宿  写  真 

 

 

（例）集合写真 

 

 

（例）練習中 

 

 

（例）〇〇大学との練習試合 
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様式第１号【記入例】 

 

平成２６年７月１日  

 

 公益財団法人福島県観光物産交流協会 

  理 事 長  佐  藤  節  夫  様 

 

所 在 地 ○○県○○市○丁目○番○号 

団体の名称 ○○大学○○部 

代表者氏名 部長 福島 太郎    印 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 

 

 平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付申請書 

 このことについて、福島県で合宿を実施したいので、福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付

要綱第５条に基づき、助成金を交付されるよう関係書類を添付して申請します。 

 

記 

 

１ 助成金交付申請額        ２００，０００円 

 

２ 関係書類 

（１）合宿計画書（様式第２号） 

（２）合宿参加者名簿（様式第３号） 

（３）その他 
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様式第２号【記入例】 

合  宿  計  画  書 

団 体 の 名 称 ○○大学○○部 

実 施 期 間 平成２６年７月２８日 ～ 平成２６年８月１日まで 

実 施 会 場 ○○市○○運動場 

宿 泊 施 設 ○○ホテル 

参 加 実 人 数 ３０人 

延べ宿泊者数 １２０人泊 

観光実施計画 
（観光施設等名）鶴ヶ城天守閣、野口英世記念館、アクアマリンふくしま 

（支出予定金額）３８，１００円 

合宿の目的 

 充実した合宿環境で集中的に練習することにより技術力の向上を図る。また、同じ宿舎及び日程

で集団生活を行うことにより、相互理解や団結力を育む。 

 

 

 

合宿の日程・内容 

７／２８ 〇〇大学出発 → 〇〇ホテル到着 

 

                           （午後）基礎練習         （実施場所）○○運動場 

 

７／２９ （午前）基礎練習  （午後）打撃練習        （実施場所）○○運動場  

 

７／３０ （午前）守備練習  （午後）紅白戦         （実施場所）○○運動場  

 

７／３１ （午前）総合練習  （午後）福島大学との練習試合  （実施場所）○○運動場  

 

８／１   〇〇ホテル出発 → 鶴ヶ城天守閣 → 野口英世記念館 → アクアマリンふくしま 

 

〇〇大学到着 
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様式第３号【記入例】 

合  宿  参  加  者  名  簿 

№ 氏 名 役職又は学年 № 氏 名 役職又は学年 

１ 〇〇 〇〇 部長（３年） 16 〇〇 〇〇 ２年 

２ 〇〇 〇〇 副部長（３年） 17 〇〇 〇〇 〃 

３ 〇〇 〇〇 ３年 18 〇〇 〇〇 〃 

４ 〇〇 〇〇 〃 19 〇〇 〇〇 〃 

５ 〇〇 〇〇 〃 20 〇〇 〇〇 〃 

６ 〇〇 〇〇 〃 21 〇〇 〇〇 １年 

７ 〇〇 〇〇 〃 22 〇〇 〇〇 〃 

８ 〇〇 〇〇 〃 23 〇〇 〇〇 〃 

９ 〇〇 〇〇 〃 24 〇〇 〇〇 〃 

10 〇〇 〇〇 〃 25 〇〇 〇〇 〃 

11 〇〇 〇〇 ２年 26 〇〇 〇〇 〃 

12 〇〇 〇〇 〃 27 〇〇 〇〇 〃 

13 〇〇 〇〇 〃 28 〇〇 〇〇 〃 

14 〇〇 〇〇 〃 29 〇〇 〇〇 監督 

15 〇〇 〇〇 〃 30 〇〇 〇〇 コーチ 

※３０名を越える場合は、この用紙をコピーして利用ください。 
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様式第４号【記入例】 

 

平成２６年７月２２日  

 

 公益財団法人福島県観光物産交流協会 

  理 事 長  佐  藤  節  夫  様 

 

所 在 地 ○○県○○市○丁目○番○号 

団体の名称 ○○大学○○部 

代表者氏名 部長 福島 太郎    印 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 

 

平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業変更（中止）承認申請書 

 このことについて、実施計画を下記のとおり変更（中止）したいので、福島県合宿誘致・交流促

進事業助成金交付要綱第６条に基づき、承認してくださるよう申請します。 

 

記 

 

１ 変更（中止）の理由 

  参加人数の変更 

 

 

２ 変更（中止）の内容 

  参加人数が３０人から２９人になったため、助成金交付申請額の変更が生じた。 

 

 

３ 助成金交付申請額 

  （変更前）２００，０００円 

  （変更後）１９５，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

※変更した内容が具体的に分かるように、変更した合宿計画書、合宿参加者名簿等を添付すること。 
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様式第５号【記入例】 

 

平成２６年７月２２日  

 

 公益財団法人福島県観光物産交流協会 

  理 事 長  佐  藤  節  夫  様 

 

所 在 地 ○○県○○市○丁目○番○号 

団体の名称 ○○大学○○部 

代表者氏名 部長 福島 太郎    印 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 

 

 平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業助成金実績報告書 

 このことについて、福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付要綱第８条に基づき、関係書類を

添付して実績を報告します。 

 

記 

 

１ 助成金交付決定額 １９５，０００円 

 

２ 関係書類 

（１）合宿実績書（様式第７号） 

（２）宿泊証明書（様式第８号） 

（３）その他 
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様式第６号【記入例】 

平成２６年８月４日  

 

 公益財団法人福島県観光物産交流協会 

  理 事 長  佐  藤  節  夫  様 

 

所 在 地 ○○県○○市○丁目○番○号 

団体の名称 ○○大学○○部 

代表者氏名 部長 福島 太郎    印 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 

 

平成２６年度福島県合宿誘致・交流促進事業助成金交付請求書 

福島県合宿誘致・交流促進事業助成金について、金１９５，０００円を交付してくださるよう請

求します。 

 

 

金融機関 〇〇 
銀行・信用金庫 

信用組合・農協 
〇〇 

本店 

支店 

預金種目 普 通  ・  当 座  ・  その他（      ） 

口座番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

フリガナ フクシマ タロウ 

口座名義 福島 太郎 
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様式第７号【記入例】 

合  宿  実  績  書 

団 体 の 名 称 ○○大学○○部 

実 施 期 間 平成２６年７月２８日 ～ 平成２６年８月１日まで 

実 施 会 場 ○○市○○運動場 

宿 泊 施 設 ○○ホテル 

参 加 実 人 数 ２９人 

延べ宿泊者数 １１６人泊 

観 光 実 績 
（観光施設等名）鶴ヶ城天守閣、野口英世記念館、アクアマリンふくしま 

（支 出 金 額）３６，８００円 ※ 領収書の写しを添付 

合宿動画ＵＲＬ https://www.youtube.com/〇〇〇 

合宿の目的 

 充実した合宿環境で集中的に練習することにより技術力の向上を図る。また、同じ宿舎及び日

程で集団生活を行うことにより、相互理解や団結力を育む。 

 

 

 

合宿の日程・内容 

７／２８ 〇〇大学出発 → 〇〇ホテル到着 

 

                           （午後）基礎練習         （実施場所）○○運動場 

 

７／２９ （午前）基礎練習  （午後）打撃練習        （実施場所）○○運動場  

 

７／３０ （午前）守備練習  （午後）紅白戦         （実施場所）○○運動場  

 

７／３１ （午前）総合練習  （午後）福島大学との練習試合  （実施場所）○○運動場  

 

８／１   〇〇ホテル出発 → 鶴ヶ城天守閣 → 野口英世記念館 → アクアマリンふくしま 

 

〇〇大学到着 
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様式第８号【記入例】 

宿  泊  証  明  書 

団 体 の 名 称 ○○大学○○部 

宿 泊 期 間 平成２６年７月２８日 ～ 平成２６年８月１日まで 

延べ宿泊者数 １１６人泊 

 

 

 

上記のとおり宿泊があったことを証明します。 

 

     平成２６年８月１日 

 

所 在 地  福島県○○市〇〇○番地 

宿泊施設名称  ○○ホテル 

代 表 者 職  代表取締役社長 

代 表 者 氏 名  〇〇 〇〇  印 

 


